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• 「健康寿命をのばしましょう。」をス
ローガン

• 運動、食生活、禁煙の３分野に健
診・検診の受診を新たなテーマに加
え、具体的なアクションの呼びかけ

• 企業・団体・自治体と協力・連携しな
がら推進

• ２０００を超える企業・団体が登録・
活動

• 健康寿命をのばそう！アワード
• いきいき健康大使の任命

スマートライフプロジェクト（厚生労働省）



健康づくりのための身体活動基準２０１３アクティブガイド



自治体などの取り組み例



自治体によるアクティブガイドの応用・活用（長野県）

• 長野県は、男女ともに平均寿命が全国
で最も長く、高齢者の就業率も全国で
最も高い

• 高齢者の割合が全国平均よりも高い

• 県民意識調査では、30分以上の運動を
「ほとんどしない」人が30～40歳代で５
割

• 県民の生活スタイルに合わせ、長野県
オリジナルの身体活動ガイドラインとそ
の普及用パンフレットを作成

• 身体活動を表す単位に、長野県の方言
である『ずく』を用いて、『ずくだすガイ
ド』と命名



スマートウェルネスシティの取り組み

• 「健幸＝健康で幸せ」づくりの支
援

• 「健幸」をこれからの「まちづくり
政策」の中核に

• 健幸は、部局を超えた連携に
よって実現する

• Smart（賢明、快適、エコ、美し
い）・Wellness（健幸、安心）・City
（まちづくり）のベストプラクティス
が必要

• 現在３６の参加自治体が自主財
源でこれらに取り組む



ちょっと実行ずっと健康：ケンコウデスカマン（東京都）

• プラン２１（第二次）で目指
している、都民一人ひとり
が負担感なく実践できる生
活習慣の改善方法につい
て、働き盛りの世代を中心
とした都民に周知

• 「ちょっと実行、ずっと健
康。」をキャッチフレーズに、
健康づくり推進キャラクター
「ケンコウデスカマン」が健
康づくりに向けたちょっとし
た行動を呼びかけ

• ポスター・チラシ・ステッカー
を作成し、都内の企業（健
保組合等）等へ配布



その他の自治体や企業による身体活動・運動施策

• 埼玉県：健康長寿プロジェクト
⇒東松山市 ＋1000歩運動
⇒加須市 筋力アップ運動
特徴１：県と市町村の連携
特徴２：PDCAサイクル

• 静岡県：ふじ３３プログラム
⇒3人で励ましあいながら、3ヶ月実践

⇒つながり（ソーシャル・キャピタルの醸成）

• 株式会社イトーキ：ワークサイズ
⇒仕事に良い効果を与えながら健康増進を促す



まとめ

• 国、都道府県、市町村の取り組みは階層ごとに異なり役
割の分担が必要

• PDCAサイクルに基づく取り組みが不可欠

自治体や企業の取り組み⇓
運動しやすいまちづくり環境整備に取り組む自治体の増加⇓

歩数、運動習慣の割合の増加


